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乱勃発から 7 年後の紀元前 493 年に完全に平定される。そして，その 3 年後の
紀元前 490 年，ペルシアは大軍を擁して，アテナイとエレトリアの征討に向かった。
そして，「歴史」が始まる。
























































































陣は，奥行き（縦）が 5 列ないし 8 列，横幅が 100 人から 200 人，多い場合
は 1000 人からなる歩兵の集団が一丸となって戦う戦術である（8）。重装歩兵の













































































































































































































































イ ソ ノ ミ ア
等の権利」の都市の出現を準備（44）」したのである。
　ペイシストラトスの統治は，「平和を促し静謐を維持（45）」したものであった。































































































の重要な 3 人の人物―タレス（Thales, 前 624 年頃 - 前 546 年），アナクシマン
ドロス（Anaximandros, 前 610 年頃 - 前 547 年），アナクシメネス（Anaximenes 
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